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研究成果の概要（和文）：共役活断層の大地震発生可能性を、断層のセグメンテーションから解明すべく、1927年地震
で一部が連動した郷村・山田断層を調査した。両断層の古地震資料、変動地形から活動を精査し、2断層の連動可能性
を検討した。郷村断層の古地震は1927年以外の報告はない。山田断層は7～9千年前の活動が報告される。郷村断層では
これに該当する地震活動は無く、大規模な連動は無い。一方郷村断層南部で1927年に以外に活動した完新世変動地形と
断層露頭を見出した。このことは郷村断層の一部が7～9千年前に山田断層と連動した可能性を示す。しかし、連動大地
震は現状考え難く、山田断層の活動に郷村断層南側一部が連動した可能性を示唆する。

研究成果の概要（英文）：We conducted geological and geomophological survey around the Gomura　and Yamada 
fault system located in the northwestern part of Kyoto　prefecture, central Japan. In our study, it has 
revealed that the　activity and segmentation of the conjugate strike slip faults.

研究分野：変動地形学
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１． 研究開始当初の背景 
東日本大震災の発生に伴って日本付近の
地震活動が活発化する中で，内陸活断層によ
る直下型地震の発生に注目が集まっている。
特に活断層からどのような規模の地震が発
生するのかについては，活断層の長さと比例
関係にあるが，複数の活断層が連鎖し，より
大きな地震を引き起こす，いわゆる断層活動
のセグメンテーションやグルーピングの実
証研究は進んでいない。活断層研究の重要な
研究課題の一つに活断層のどの範囲までが
同時に活動するのか（セグメンテーション），
またどの断層が同時に活動するのか（グルー
ピング）がある。一度に活動（破壊）する断
層の長さは，発生する地震の規模と比例する
ため，その評価は重要な位置にある。これま
で走向方向に連なる断層のセグメンテーシ
ョンについては，サンアンドレアス断層など
で詳細に議論されている（WGCEP,1988 など)。
また国内でも四国の中央構造線活断層帯で
は，累積的な地形の変形パターンと断層の幾
何形状に基づくセグメンテーションの議論
などが行われている（中田・後藤，1998）。     
一方で共役関係にある横ずれ活断層の活動
特性については，連動が起こっているのか，
その条件などを直接検討した研究はない。 
ところで 2011 年 4月 11日にはスマトラ沖
で M8.7 のプレート内での地震が発生した。
この地震では共役関係にある複数の横ずれ
活断層が連動し，規模の大きな地震が発生し
たことが報告されており，これまであまり考
慮されてこなかった共役活断層の連動評価
や活動特性の解明が急務であることが示さ
れた。 
研究代表者らはこれまで，中部地方の主要
活断層である阿寺断層帯における研究に取
り組んできたが（廣内ほか，2007 など），過
去複数回の地震を比較すると，変形構造や変
位量から古地震の規模が大きく異なる場合
があることを明らかにした。これは共役関係
にある断層が時に同時に活動し，地震規模が
大きくなった結果とも解釈できる。スマトラ
沖の地震は，地震規模と連動する共役断層の
長さとのスケーリング則を検討する必要性
を示唆するが，阿寺断層でのこれまでの活動
履歴を中心とした調査のみからでは，十分な
検討はできていないのが現状である。 

  
２．研究の目的 
 本研究では，これまで議論がほとんど進ん
でいない共役関係の横ずれ活断層系に着目
し，主に地形・地質学的手法を駆使して，過
去に活動した断層の範囲，活動時期，発生し
た地震の規模などを明らかにすることで，共
役の横ずれ活断層の連動について検討する
ものである。 
 
３．研究の方法 
本研究では，共役関係にある横ずれ活断層
が過去にどのように活動し，どんな規模の地

震を引き起こしてきたのか明らかにし，その
連動した活動可能性を評価する。 
具体的には 1927 年に実際にその一部が連
動して地震を引き起こした事例である郷村
断層帯と山田断層帯について，活動したトレ
ースの復元，変動地形の解析と変位量の計測
からその分布を調査し，ずれ量や活動した断
層長など，北丹後地震時における両断層の活
動の特性を明らかにした。 
さらに，変動地形学的調査から古地震活動
時期を検討し，共役断層の連動可能性につい
て検討した。さらに検出できる複数回の活動
の中で，連動がどの程度の頻度で発生するの
かについても検討を行った。 

 
４．研究成果 
本研究で先ず対象とした郷村断層帯，山田
断層帯は京都府北西部に位置し，郷村断層は
北北西～南南東走向の左横ずれセンスを持
つ一方，山田断層は東北東～西南西走向の右
横ずれセンスを持ち，両者は共役関係の活断
層である。郷村断層帯は 1927 年に北丹後地
震を引き起こした断層帯であり，陸域では約
15km に渡って明瞭な地表地震断層の出現が
報告されている。一方共役関係にある山田断
層においても，1927 年にはその一部の約 5km
に渡って地表地震断層が出現した。1927 年に
出現した地表地震断層については多くの研
究があり（中央気象台，1927 など），それら
は岡田(1994)に詳しくまとめられている。こ
れを踏まえながら，両断層帯の空中写真判読
と現地踏査を実施し，断層トレースを明らか
にした。断層にそっては複数の地点で変動地
形を確認し対比編年するとともに，変位量を
確認した。またトレンチ調査から明らかな古
地震記録を整理し，変動地形の年代と比較し
た。 
郷村断層における古地震発生時期は，最新
活動が 1927 年北丹後地震とされる一方，一
つ前の地震は，6900 年より以前とされている
（佃ほか，1989）。一方山田断層では，1927
年に活動したのは一部であり，その前の活動
は 7210～9290 年前の間，さらにその前は
11200～12400 年前程度とされている。 
郷村断層に沿った変動地形の観察結果か
ら，郷村断層では 1927 年に地表地震断層が
出現した箇所と変動地形の分布は対応がよ
く，変動地形の変位量も年代測定の結果ほぼ
完新世に形成された地形面では 1927 年地震
一度のみの変位を受けるが，更新世の地形面
は複数回の変位を受けていると解釈でき，少
なくとも完新世におけるトレンチ調査の結
果わかったイベント解釈と地形解析結果は
およそ一致する。 
山田断層にそった変動地形解析は，年代測
定の結果がまだ出ていないものがあるため
難しいが，イベント発生時期と郷村断層の変
動地形の形成時期に着目すると，山田断層の
一つ前の活動は郷村断層にその痕跡がみと
められないこととなり，少なくとも完新世に



おいては両断層の活動の連動性は存在しな
いこととなる。一方で今回の調査では，郷村
断層南部，善王寺付近において，1927 年地震
で活動した記録が無い，完新世段丘面に数 m
の垂直変位を与える断層を見出した。またこ
の断層延長上において断層露頭も発見して
いる。ただしこの断層線は短く北方への連続
は乏しい。これは 1927 年以前の完新世にお
いて郷村断層の一部が活動したことを示し
ている。したがって郷村断層の南部では，未
知の断層活動が完新世に存在することとな
り，この短い断層が山田断層の完新世の活動
に伴って活動した可能性がある。ただしその
変位は一部トレースに止まる。 
以上まとめると，郷村断層と山田断層はそ
の最新活動である 1927 年には両者の断層活
動は連動したが，山田断層の変位はほんの一
部であり，大きな変位を伴う活動は，別々で
あると解釈できる。一方山田断層の活動では，
1927 年を除く最新活動は 7210～9290 年前で
あり，郷村断層のトレンチ調査結果とは活動
時期が一致しない。一方 1927 年地震で活動
痕跡のない善王寺トレースが完新世に活動
しており，この活動が山田断層の一つ前の地
震と一致する可能性はある。ただし変位が認
められる箇所は郷村断層の一部である。この
ことから完新世においては両断層が連動し
てより大きな地震を引き起こした証拠は認
められない。一方で 1927 年地震において郷
村断層と山田断層の一部が活動したことと
同様に，過去の山田断層の活動によって，郷
村断層の一部が連動する活動が存在する可
能性があることが新たに明らかとなった。 
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